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　選択 肢が 1 つ の 強制選択場面 と選 択肢 が 複数 の 自

由選 択場 面 の 選 択で は、同
一

の 結果がもた らされ る

場合に は 、自由選択場面 へ の 選好が
一．
質 し て 示 され

て きた （Ceru匚ti　 and 　Catania 　l997 ；坂上 ・牧瀬 1998）tt

　本実験で は、基本的 には強制選択場 面 と自由選択

揚 面間 の 選好に つ い て 検 討す る が 、自由選択場面 に

同時提 示 （複数 の 選択肢 を同時 に提示す る） と継時

提示 （1 っ ずつ 順番に 提示す る ） の 2 っ の 条件 を 設

けた。さ らに、場面の 選択 か ら実際に選択 肢 1 個 あ

る い は 5 個 が 提 示 され る まで の 遅延 時間 として 5 秒

と ］5 秒の 2 つ の 条件 を 設 定 し、選好 に 与 え る 影響 を

検討 し た。

　　　　　　　　　 方　法

被験 者

　駒澤大学 文学部心 理学科 の 男子学生 10名 、女 チ学

生 10名 の 合計 20名 （平均年齢 22．5 歳）で あ っ ft　n

実験装置

　ノー ト型 パ ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ の モ ニ タ

ー
を選

択肢表示 画面と し、表 示 され て い る各選 択 肢 へ の マ

ウ ス ク リ ッ ク を選 択 反応 と し た 。プ 卩 グ ラ ム は

Visual 　 Basie．　NET　 2003 で 作成 した。

実験条件

　本実験 で は 100 円か ら 1000 円ま で の 100 円刻み の

10 種類 の 金額ボ タン を選 択肢 と し た ．そ の うち の 1

個 （た と えば 600 円ボ タン ） の み が 提 示 され る の が

強 制選択 、5 個 （た とえば、200円、600 円、300 円、

500 円、800 円）が提示 され る の が 自由選択 で あ る u

観 察 され る両選択肢 の 期待値は 等 し く し た。自由選

択 は さ らに 2 条件に分か れ 、同 時提 示は 5 側 の 金 額

ボ タ ン が 同時 に モ ニ タ ー画 面 に 表示 され る。
一

方、

継時提示 で は金 額ボ タ ン は
一

定 の 時間間隔 で 1 個ず

つ 順 に 表示 され る。 こ の 時間間隔 は 遅延 短条件 と し

て 5秒、遅延長条件と し て 15秒を設定 した。従 っ て 、

実験条件 は 良由選択 の 選択肢提示法 2 （同時 ・継 時）

X 遅延時 間 2 （5 秒
・15秒）の 4 条件に な る、，

手続き

　各選択試行 にお い て は 、強制選 択ボ タ ン に は 「1

個」 とい う文字、自由選択 ボ タ ン には 「5個一と 1同

時」 あるL 、は 「順番」 の 文字 、両者に 共 通 し て 「早

い j か 「遅い 」 の 文字 が 表示 され た。被験者が強制

選択 ボ タ ン を 押す と＿ た とえば遅延が 15 秒ならば、

ユ5 秒後 に 金 額ボ タ ン が ユ 個表 示 され た。自由選択ボ

タ ン を押すと、同時提示 な らば、15秒 後 に 金額ボ タ

ン が 5 個表示 され るの で 、そ こ で 金額 の 選択 をする 。

継 時提 示 の 場合は 、15 秒後 にまず 1 個 、そ の 15 秒

後 に 2 個 目の よ うに 順次提示 され るが、被験者 は最

後 の 選択肢ま で 見 て もよい し、また提示 途中 で の 選

択 も可能であ っ た 、6試行の 練習試行に 引き続い て 、

．ヒ記 の 4条件をそれぞれ 10試行ずつ ラ ン ダム に行い 、

合計 4Q試行 お こ な っ た。

　 　　 　　 　　　 　 結 　果

　Fig ，1 は 4 つ の 条 件 に お ける 自由選択 場面 に 対す

る選 女子で あ る 。 縦軸 は 各条件 （10 試行 ）に お い て 白

由選 択 を 選 択 し た試行 の 平均値、横軸が遅延 条作、

◆ が 同 時 提 示 条件、［ が 継時提 示 条件 で あ る c
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　 　　 　 5秒 （短 ）　　　　 15秒 （長 ）

　 　 　 　 　 　 　 遅延条件 （短・長）

　　 Fig．1，各条件 の 自 由選 択 場 面 に対 する選 好

　 Fig ．ユ か ら全体 的に 強制選択場面 よ りも自由選択

場面に対す る 選好 が認 め られ 、特 に 遅延 短条件 と 同

時提示条件 に お い て 強 い 選好 が 認 め られ た。2× 2 の

分 散分析をお こ な っ た と こ ろ、遅延条件で は ⊥％水

準で （F ＝ 14．79．df＝1
，
76

，p く 0．Ol）、また 、提示 方

法条件で は 5％水準 で 有意差が認 め られ た（F ・＝ 5．75
，

df＝ 1，76，　p ＜0．05）。 さらに、5％水準 で 交 互作用 が 認

め られ た （F （1，76）＝ 4、32p く 0，05）。

　　 　　 　　　 　　 　 考　察

　 本実験の 結果か ら、強制選択 場 面 と自由選 択場面

の 選択で は、全体 として 自由選択場面 に対す る選好

が 認 め られ た 。こ の 結果 は 、遅延 が短 く選択肢 が少

な い 選択場面 よ り も、遅延 は 長い が選 択肢が多 い 選

択場面に対す る選好を 示 唆 し て い る 。 しか し 、 こ の

点に関 して は提示する金額ボ タ ン の ア レ ン ジが選好

に与 える影響が考え られ、更 なる検討が 必 要 で あ る。
ゴ
また 、 提示法 の 違 い に よっ て 自由選択 場面 に 対する

選好に差がみ られ た。こ の 結 果は、多 くの 被験者が、

継時提示 で 選択肢 の 提 示途 中 に 最終選 択 を せ ずに 、

全 選 択肢 が 提示 され る の を待 っ て か ら最終選択 を行

っ た こ とに 原因 が ある の で は な い か と考え られ る。
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